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はじめに 
 
	 ドイツ人作家エーリッヒ・ケストナーによる児童文学 „Das doppelte Lottchen“（1949 年）
（邦題：『ふたりのロッテ』）は元は映画の脚本のために書かれた小説であった。そのため、
翌年の 1950 年という早い段階で同名の映画（監督ヨーゼフ・フォン・バキ Josef von Baky、
脚本エーリッヒ・ケストナー、西ドイツ、99 分）の公開が実現した。この作品にはケスト
ナー本人も語り手として登場している。また、同 1950 年には高橋健二の翻訳による『ふた
りのロッテ』（岩波書店）が日本で出版された。 
	 映画„Das doppelte Lottchen“はドイツで非常に好評を博したようで、「連邦映画賞」第一回
受賞作品1にも選出されている。そして日本を始めとした各国で映画が公開、リメイクもさ
れている。日本での一般公開は 1952 年であり、「双児
ふ た り
のロッテ」（パールハウス映画配給）
と邦題がつけられた。 
	 ケストナーの児童文学に共通するメッセージとしては、子どもを信じ、未来への可能性
を託している点が挙げられるだろう。ヒトラーが政権をとる前の 1931 年に出版された児童
文学作品『点子ちゃんとアントン』（原題：Pünktchen und Anton）には裕福な家庭の少女点
子ちゃんと、貧しい母子家庭のアントン少年との友情が描かれている。家庭環境や性別の
違いなど物ともしない二人が、周囲の大人たちの意識を変えていく物語である。そして物
語の最後の章には、ケストナー自身の言葉として以下のような文面が表れる。 
 
 Seht zu, wenn ihr groß seid, dass es dann besser wird! Uns ist es nicht ganz gelungen. 
 Werdet anständiger, ehrlicher, gerechter und vernünftiger, als die meisten von uns waren!2 
 （訳：きみたちが大きくなったら、世界がより良くなるよう心がけてほしい！私
 たちではあまりうまくはいかないんだ。私たち大人の多くよりも、もっときちん
 とした、もっと誠実で、もっと公平で分別のある人になってほしいんだ！） 
 
                                                   
1 1951 年から始まった“Deutscher Filmpreis“（ドイツ映画賞）の 1951 年における“Bester Regisseuer“（最優秀監督賞）、
„Bester Drehbuchautor“（最優秀脚本賞）、„Bester abendfüllender Spielfilm“（最優秀長編映画賞）に選出されている。
参照：Deutscher Filmpreis 2013 （ドイツ映画賞 2013）（最終閲覧日 2014-02-05） 
http://www.deutscher-filmpreis.de/deutscher-filmpreis-2013.html 
2 Kästner, Erich: Pünktchen und Anton, Zürich: Atrium Verlag, 1931, S. 154-155. 
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この文章からは、子どもたちに未来を託そうとするケストナーの思想が読み取れるだろう。
33 年にナチスが政権を獲得する直前の不穏な空気の中、ケストナーは次世代を担う子ども
たちに世界を変える希望を見出したに違いない。 
	 本論で扱う『ふたりのロッテ』は、離婚した両親を再び結びつけるために、双子の娘た
ちが入れ替わって活躍する物語である。両親の離婚というテーマは、公開当時は児童文学
作品のテーマとして不適当であると批判もあった。3しかし、ケストナーはそういった非難
を浴びることも予想していたのだろう。離婚した両親が世の中にはたくさんいること、そ
のためにたくさんの子どもたちは苦しみ、一方で離婚しないがために苦しむ子どもも多い、
ということを彼は小説内で言及している。そしてそのことについて子どもたちにわかりや
すく話さないのは道理にそむくことだとも述べている。4 
 
	 この『ふたりのロッテ』は日本においても映画化されている。それが、1951 年に大映（現
角川映画）によって製作・公開された「ひばりの子守唄」である。舞台や設定は当時の日
本に書き換えられ、主役の双子を当時中学生であった美空ひばりが一人二役で演じている。
この作品は、映画 „Das doppelte Lottchen“のリメイクではなく、小説の „Das doppelte 
Lottchen“を元にした映画だと考えられる。5映画関係者がこのときすでに西ドイツで公開さ
れた„Das doppelte Lottchen“を目にしていたかどうかは明らかではない。しかしこの時期に映
画が製作されたことからは、子を持つ両親の離婚問題が、ドイツと同様に当時の日本でも
珍しくはなかったと考えられる。小説の翻訳された翌年にはすでに公開された「ひばりの
子守唄」は、一体どのような意図で製作されたのだろうか。さらに、ケストナーを原作と
していながらも、随所に日本独特の風俗を反映して脚色されたことは注目すべき点であろ
う。 
	 そこで本論では、映画「ひばりの子守唄」でケストナーによる原作がいかに解釈され、
表現されているのか考察を試みる。またケストナーが児童文学にこめたメッセージがどの
ように受け継がれているのかを検討したい。 
	 まず第 1 章では、原作である„Das doppelte Lottchen“と「ひばりの子守唄」の内容に関わる
差異を考察する。第 2 章では、「ひばりの子守唄」で独自に作られた設定や登場人物につい
て述べる。第 3 章では映画が公開された当時の状況や、映画雑誌での評価を分析し、両映
画が日本ではどのように受け入れられていたのかを論じる。 
 
『ふたりのロッテ』のドイツ語原作と日本語版の出版状況、および映画の公開時期の時系
列は以下の通りである。 
 
                                                   
3「もっとも、この物語は、楽しくユーモラスなだけではなく、両親の離婚に問題提起もなされていた。そのため、夫婦
別れしている両親のことをとりあげるのは、子どもの本としてはふさわしくないのではと、多くの教育者たちから批判
の声があがった。」クラウス・コードン（那須田淳、木本栄訳）『ケストナー―ナチスに抵抗し続けた作家―』偕成者、
1999 年、p. 330. 
4 エーリヒ・ケストナー（高橋健二訳）『ふたりのロッテ』岩波書店、1962 年、p. 74. 
5 「原作はドイツのベスト・セラー小説ケストナーの『二人のロッテ』、渡邉一郎の脚本を、『夜の未亡人』の島耕二が
監督に當っている。」清水千代太(編)『キネマ旬報	 9 月特別号』22 号、1951 年、キネマ旬報社、p. 65. 
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1949 年（昭和 24 年）	 „Das doppelte Lottchen“（小説）出版 
1950 年（昭和 25 年）	 „Das doppelte Lottchen“ 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （監督ヨーゼフ・フォン・バキ、脚本ケストナー、西ドイツ映画） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 『ふたりのロッテ』 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （高橋健二訳、岩波書店）出版 
1951 年（昭和 26 年）	 「ひばりの子守唄」 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （監督島耕二、脚本渡辺一郎、原作ケストナー、大映・日本映画） 
1952 年（昭和 27 年）	 「双児のロッテ」 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （原題„Das doppelte Lottchen“、配給パールハウス映画） 
 
	 本論で取り上げる„Das doppelte Lottchen“（西ドイツ映画）のせりふは、映画字幕サイト
Project Medelino6に拠り、論者の補足を加えたものとする。 
	 映画「ひばりの子守唄」のせりふは、音声を論者が書き起こしたものである。役名は『キ
ネマ旬報	 ９月特別号』（第 22 号、清水千代太編、1951 年、キネマ旬報社）の「日本映画
紹介」に拠る。また、丸括弧内は論者による補足である。 
 
１．映画 „Das doppelte Lottchen“(1950 年)と「ひばりの子守唄」（1951 年）の比較 
	  
	 ここでは、1950 年に西ドイツで公開された„Das doppelte Lottchen“（以下、映画「ふたり
のロッテ」）と、1951 年に日本で製作、公開された「ひばりの子守唄」について、両映画の
差異を中心に考察をする。 
 
1-1	 作品紹介 
 
	 まず、原作の「ふたりのロッテ」のあらすじは、小説と映画共に次のように述べること
ができる。 
	 夏休みの子どもの家で、ミュンヘンから来たロッテとウィーンから来たルイーゼという 9
歳の少女が出会う。雑誌記者の母と二人暮らしで主婦代わりをするおとなしいロッテと、
オペラ指揮者の父と暮らす活発なルイーゼは、性格は正反対だが瓜二つの顔立ちをしてい
る。誕生日と出生地が同じだと気が付いた二人は、実が自分たちが双子であり、両親が離
婚したために離れ離れになっていたと悟る。二人はまだ見ぬ父母に会いたい気持ちで、お
互いが入れ替わって帰宅することを思いつく。そして両親の離婚の理由をさぐり、再び四
人で暮らせるように知恵を絞る。途中、父との結婚を望む女性の出現や、（ルイーゼの振り
をした）ロッテの急病など困難に直面する。ルイーゼとロッテの誕生日に、二人は「誕生
日のお願い」として家族四人で暮らしたいと訴える。最終的に両親はもう一度やり直すこ
                                                   
6 Project Modelino: German movie 'Das doppelte Lottchen' (1950) - download German subtitles 
http://project-modelino.com/movie-review.php?site_language=english&learn_language=german&movie=23	  
（最終閲覧日 2014 年 1 月 31 日） 
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とに決めて結婚式を行う。そして家族は再び一緒に暮らせるようになる。 
 
	 映画「ふたりのロッテ」の大きな特徴は、ケストナー本人が登場することである。映画
の冒頭では、背広姿のケストナーが上半身のみ映され、手を組み、鑑賞者に語りかける。
ケストナーは小説の前書きでも“Kennt ihr eigentlich Seebühl?“（訳：みんなはゼービュールを
知っているかい？）と読者に語りかける形式をとっており、映画でもこのせりふを踏襲し
ている。（しかし、映画では敬称 Sie 使用7）読者を物語に引き込むこの呼びかけは、映画の
冒頭でも同じ効果をもたらしていると考えられる。また、話の途中でもケストナーの声は
ナレーションとして状況説明を行う。このことから、ケストナーの小説における姿勢は映
画にも反映されていると言えるであろう。 
	 「ひばりの子守唄」ではケストナーを原作としているが、このように現実と物語の橋渡
しをするような語り手は存在しない。その代わり、主人公である「ひばり」が自分の心情
を説明する語りを入れる。また、本編が始まる前にひばりが出てきて「みなさま、この映
画の中に私がふたり出ますから、どうぞお間違えのないように」と一人二役の映画である
ことを説明する。 
	 「ふたりのロッテ」はアメリカなどでも改編されているが、多くに共通する映画の基本
的な枠組みと話の流れについては、以下のように中村（2005）が指摘した。 
 
1． 別れた夫婦に別々に引き取られた双子の女の子が、夏の湖畔の林間学校で偶然出会う。 
2． 母は〈職業婦人〉、父は音楽家。 
3． 性格も生活も異なる双子は互いに相手に成り代わることにする。 
4． 両親（元夫婦）の再開。 
5． 父の再婚話などの困難を乗り越え、子供たちの願いが叶って、一家はふたたびいっし
ょになる。8 
 
「ひばりの子守唄」についても、基本的に上記の設定が当てはまる。また、映画「ふたり
のロッテ」と「ひばりの子守唄」の登場人物とその役割については、以下のとおりである。 
 
・„Das doppelte Lottchen“(1950)	 西ドイツ小説および映画（図 1） 
双子：活発なルイーゼと、おとなしいロッテ 
父：ルートヴィッヒ･パルフィー、オペラ指揮者、ルイーゼと暮らす 
母：ルイーゼロッテ・ケルナー、『ミュンヘン画報』画像編集者、ロッテと暮らす 
父の婚約者：イレーネ・ゲルラハ、父がホテル支配人 
結末：入れ替わりの発覚後、娘二人が「誕生日のお願い」で家族四人での同居を願う 
	 	 	 夫婦二人で話し合って再婚、「結婚式」をする 
                                                   
7 これについて、中村（2005）は映画では大人の観客を意識しているためだろうと述べている。 
8 中村采女「『ふたりのロッテ』と４つの映画作品―ケストナーのお説教はいかに語られてきたか―」早稲田大学理工学
部一般教育人文社会科学研究会『人文社会科学研究』45 号、2005 年、p. 107. 
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・「ひばりの子守唄」(1951) 日本映画（図 2） 
双子：活発なひばりと、おとなしいすみれ 
父：龍一、作曲家、ひばりと暮らす 
母：ゆき子、日本舞踊を家で教える、すみれと暮らす 
父の婚約者：桐原千代子、「桐原様のお嬢様」とその父親 
結末：入れ替わりの発覚後、近所の人々の後押しで再婚を決意 
備考：オリジナル登場人物 
	 	 	 ・ゆき子との再婚を希望してプロポーズをする「女みたいなお菓子屋」 
	 	 	 ・ゆき子とすみれの家の近所の人々 
	 	 	 ・龍一に愛や家族について説く棟梁（かしら、と呼ばれる五番組の組頭） 
 
	 1-2	 再婚までの過程―映画「ふたりのロッテ」の場合 
 
	 両映画を比較する上での最も重要な点は、物語の根幹に関わる両親の再婚、特にその経
緯である。子どもたちが入れ替わって生活するという冒険に挑んだ理由は、両親の復縁、
すなわち再び家族四人で暮らしたいという願いがあったからである。このくだりは双子の
今後を左右する大切なシーンである。映画「ふたりのロッテ」では、子どもたちの訴えを
聞いて、両親が再婚を考える。これに対し、「ひばりの子守唄」では子どもたちよりも周囲
の大人が再婚への後押しをしている。 
	 まず最初に、映画「ふたりのロッテ」での再婚に至る場面を分析してみる。 
	 子どもたちの入れ替わりに気がついた母ルイーゼロッテ・ケルナーは、もう片方の子ど
もがいるところ、すなわち元夫パルフィーへ電話をかける。 
 以下は、元夫パルフィーが家政婦から電話を取り次いだ場面である。電話の応対の描写で
は、元妻ルイーゼロッテ・ケルナーの声は入らず、パルフィー氏側から鑑賞者はやりとり
を想像することになる。 
  
 Haushälterin: Ein Ferngespräch aus München. 
 Fater: Wer ist es denn? Die Konzertdirektion Keller? 
   Hier Palfy. Wer ist dort? 
   Luiselotte? Ja, ja, das Kind ist krank ... 
 	 Ja, ich versteh nicht, wieso du... 
 	 Wieso "du und Luise"? Was? 
 
 （訳： 
 家政婦「ミュンヘンから長距離電話です」 
 父「誰だろう？コンサートディレクターのケラーさんかい？」 
	    「パルフィーです、どちらさまで？」 
	    （非常に驚いた様子で目を見開く） 
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    「ルイーゼロッテ？そ、そうだ子どもが病気なんだ…」 
 	 「やあ、わけがわからないよ、どうやってきみが…」 
 	 「きみとルイーゼだって？なんだって？」 
 
久しぶりの対面は電話での会話である。子どもが心配になった妻が夫に電話をかけ、そこ
で初めて両親に入れ替わりが共有されることになる。元妻からの突然の電話と子どもたち
が入れ替わっていたという事実にパルフィー氏は困惑する。しかし、病気の子を気にかけ
て、自分の家を訪れるように提案する。元妻との対面では握手を交わすが、子どもたちを
優先しているためかどこかぎこちなくも感じる。 
	 以下は双子の誕生日パーティーのシーンである。ロッテの病気が治り、誕生日を迎えた
双子を両親が共に祝う。この時点では、両親は四人で過ごすことを一時的なものと捉えて
いると思われる。そこで、双子がプレゼントはいらないと主張することで変化が生れる。 
 
 F: Nun sagt mal, warum haben wir euch nichts schenken dürfen? 
 Lotte: Wir wünschen uns etwas, das man nicht kaufen kann.  
 Mutter: Was denn? 
 Luise: Dass Lotte und ich für immer zusammenbleiben dürfen. 
 Lotte: Dann braucht ihr uns nie wieder etwas zu schenken, zu keinem   
              Geburtstag und zu keinem Weihnachtsfest. 
 Luise: Ihr könnt es wenigstens versuchen. Wir werden gut folgen, noch viel  
       mehr als jetzt. 
 Lotte: Das versprechen wir euch. 
 
 （訳： 
 父「どうして誕生日プレゼントをあげちゃいけないのか、教えてくれるかい？」 
 ロッテ「私たち、お金では買えないものがほしいの」 
 母「なんなの？」 
 ルイーゼ「ロッテと私がずっと一緒にいることなの」 
 （両親は下を向いて黙ってしまう） 
 ロッテ「そうしたら、誕生日にも、クリスマスにもプレゼントはいらないわ」 
 ルイーゼ「せめて、試してみるのもありよ、今よりずっとうまくやっていけるわ」 
 ロッテ「わたしたち約束する」） 
 
父がピアノを演奏して祝う明るい雰囲気から一転し、両親はうつむいて黙り込んでしまう。
ここで注目すべきは、子どもたちの願いは双子の姉妹が「ずっと一緒にいること」であり、
その結果として両親の再婚が期待されていることである。 
	 この後ルイーゼとロッテは部屋を出て行き、両親は双子の今後について話し合う。 
 
 Fater: Wenn es dein Wille ist, bin ich einverstanden, dass du beide Kinder nimmst. 
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      Aber vielleicht erlaubst du, dass sie mich alljährlich 4 Wochen besuchen. 
      Oder drei. 
 Mutter: Ach, Ludwig. Spürst du nicht, wonach sie sich sehnen? 
 Fater: Ja, sie möchten, dass auch du und ich zusammenbleiben. 
 Mutter: Vater und Mutter wollen sie haben. Ist das so unbescheiden? 
 Fater: Nein. Aber es gibt auch bescheidene Wünsche, die nicht erfüllbar sind. 
 Mutter: Warum nicht erfüllbar? 
 Fater: Das fragst du mich? Nach diesen sieben Jahren? 
 Mutter: Das frag ich dich, nach diesen sieben Jahren. 
 （訳： 
 父「もし望むなら、きみが子どもたち二人を連れて行くことに同意するよ」 
 	 「でもたぶん、年に 4 週間は僕のところに来るのは許してもらえるよね」 
 	 「もしくは 3 週間」 
 母「まあ、ルートヴィッヒ、あの子たちが望んでいることがわからないの？」 
 父「ああ、子どもたちはきみと僕に一緒にいてほしいんだろう」 
 母「あの子たちは父親と母親がほしいのよ、これってあつかましい願いかしら」 
 父「いや、でもそうじゃなくても、叶えられないものもあるんだ」 
 母「なぜ叶えられないの？」 
 父「きみがそれを聞くのかい？あんな 7 年もたった後で」 
 母「私はあんな 7 年がたった後で、それを聞くわ」） 
 
上記の会話では、父親は子どもたちの話をそのまま受け取って、双子だけが母親の元で一
緒に暮らすように提案する。母は子どもの意図を汲み、子どもには両親が必要であるはず
で、それは紛れも無く自分たちなのだと理解する。この後、ケストナーのナレーションに
よって、両親が再婚を決意したことが語られる。場面は双子が立ち会う両親の「再」結婚
式へと変わり、四人の暮らしが映されてエンドロールとなる。 
	 以上のことから、映画「ふたりのロッテ」では再婚を考えた契機は何よりも子どもの言
葉であることがわかる。仲違いした夫婦が子どもたちの力によって、子どもたちのために
決意して復縁したといえるだろう。 
 
	 1-3	 再婚までの経緯―「ひばりの子守唄」の場合 
 
	 次に、同じ再婚までの過程について「ひばりの子守唄」の場合で考えてみたいと思う。 
	 以下のせりふは、入れ替わりが発覚した後、母ゆき子の家で近所の人が集まり話し合っ
ている場面である。 
 
 兼吉「えらい！ひばりちゃんもすみれちゃんもたいしたもんだ、入れ替わって両
 親を結ぼうなんてなあ」 
 女性「ほんとに、あたしは泣かされちゃった」 
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 棟梁「いつ聞いても親孝行の話ってもんは、いいもんだなあ」 
 床屋「うんうん」 
 魚辰「そ、そ、そう」 
 男性「そうだ！あっはっは」 
 母ゆき子「だけどあんまり出し抜けでびっくりしてしまって、これから一体どう 
 していいかわかんないわ」 
 ひばり「お母さん、もっとびっくりすることがあるのよ、すみれちゃんが病気な
 の」 
 兼吉「そうかい、そりゃ心細いだろうなあ」 
 ひばり「ねえお母さん、すぐお見舞いにいってあげて」 
 母ゆき子「でも」 
 兼吉「おゆきさん、いっちまおうよ、え？かまうこたあねえ、この際なんでもこ
 うはっきりしたほうがいいじゃないか」 
 床屋「うん、そうそうそう」 
 男性「すぐだ！」 
 棟梁「善は急げだ、でかけよう！」 
 
（ひばりの振りをしている）すみれの家に行くということはすなわち、夫（双子の父）の
家に行くということになる。おそらく長い間対面していなかったであろう夫に会うことを
元妻であるゆき子はためらっている。しかし、「なんでもはっきり」させるために、近所の
住民がゆき子に訪問を促している。加えて、ひばりとすみれの行動原理は「親孝行」であ
るとされている。もとより目的が両親の再婚に設定されていいるのである。 
	 さらに、以下は夫婦が対面する瞬間である。行き違いになっていた夫婦がやっと顔を合
わせるのだが、これも近隣住民の手引きにて実現する。（図 3）二人が顔を合わせた瞬間に
それまで続いていた無音状態から、音楽が流れ始める。 
 
 魚辰「だんな、ちょちょちょ」 
 兼吉「だんな、ちょっと」 
 （呼ばれて家から出る龍一） 
 兼吉「ちょっと、へえ」 
 （一同が龍一を外へ誘う、一同あわてて隠れる） 
 （不思議そうに歩く父が一点を見つめて立ち止まる、視線の先にはゆき子がいる） 
 （無音状態から曲が流れる、うしろから見守る近所の一同） 
 
ここでは緊張したような龍一と、ゆき子の微笑んでいるような表情が映されるのみである。
二人ともにせりふはない。この間、ひばりとすみれは直接両親には介入することはない。
両親が見つめあうシーンの直後に、ひばりが風邪をひいて寝込んでいたすみれに会いに行
くシーンに変わる。 
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 ひばり「すみれちゃん、早くよくなってお父さんのうちにいらっしゃいね」 
 すみれ「ええ、もちろんお母さんと一緒よ」 
 ひばり「すてき、そしたらあたしたち 4 人で一緒に暮らせるのね」 
 すみれ「そうなったら、どんなに嬉しいかしら」 
 ひばり「すてき、すてき」 
 
鑑賞者は、見つめあう二人のシーンと双子の会話から、夫婦が復縁を決意したであろうこ
とを「察する」ように要求される。この直後のシーンでは、近隣住民が座卓を囲み、夫婦
が一連の騒動の礼を述べている。（図 4） 
 
 父龍一「どうも、すっかりお世話になっちまって」 
 母ゆき子「本当に、なんとお礼を申し上げていいやら」 
 兼吉「なに、お礼だなんて水くせえ、とにかく、丸くおさまりゃあ、ねえ頭
かしら
」 
 棟梁「そうだとも、そうだとも」 
 
この後すぐに場面は双子の誕生日会に移り変わる。両親は再婚について詳細を明言するこ
とはなく、誕生日パーティーでひばりが歌を披露した流れで物語は終わる。 
	 上記の入れ替わり発覚から再婚の流れまでで、最も影響力のあった存在は子どもではな
く近隣住民だとわかる。子どもの病気がきっかけで元夫婦が対面することになるが、その
手引きをするのは基本的に近所の人々である。夫婦も住民の後押しに感謝し、家族再会の
契機となったことを認めているのである。 
 
	 1-4	 再婚過程の比較のまとめ 
 
	 物語の主軸をなす両親の再婚というテーマは、両映画で大きな違いがあることが明らか
になった。映画「ふたりのロッテ」では、子どもたちの「誕生日のお願い」として提案が
なされる。その理由は双子の姉妹である「ロッテとルイーゼがずっと一緒にいること」な
のである。結果として両親は「父親と母親が必要」という考えに至り、それを受けてお互
いの身の振り方について考える。子どもの力により、子どものために環境を変える決意を
したといえるだろう。これはケストナーのほかの児童文学にも共通する、子どもの可能性
を信じるというメッセージに合致している。 
	 これに対して、「ひばりの子守唄」では双子の影響力は強くはない。さらに子どもたちが
入れ替わった理由も「親孝行」としての再婚を目的としているためであり、そのようなけ
なげな働きをする二人を共同体メンバーが後押しするという話になっている。両親の対面
から復縁に至るまでは近隣住民の力が加えられ、かつ重視されている。それゆえ両親につ
いても、原作に比べて描写に力点が置かれている面も特徴的である。両親としてよりもむ
しろ夫婦としての関係性が描かれ、二人が顔を合わせる際には、すれ違いの後にやっとか
なうという原作にない劇的な対面を果たしている。結末への順序も変更され、誕生日の場
面がクライマックスになっている。これは主役である美空ひばりの歌を見せ場として掲げ
 38 
るための演出でもあると考えられる。以上のことから、「ひばりの子守唄」の再婚過程のシ
ーンでは、ケストナーの子どもに対するメッセージが失われていると考えられる。 
	 このように、近隣の住民をあげて二人の再婚の後押しをするのは、結婚そのものが共同
体の問題であると捉えられているためだと考えられる。これは映画の別シーンからも理解
することができる。物語の序盤で、母ゆき子が初めて登場するシーンでは、近所で行われ
る「婚礼の支度」が進み、彼女はその手伝いの真っ最中という設定である。すみれの振り
をして帰宅したひばりは、婚礼の行列の後について歩く。近隣住民の一人である魚屋は、
鯛を手に入れたと報告し、この地域の組頭である棟梁は、纏を持ち出して皆に手拍子を取
ろうと掛け声をかける。この場面はもちろんドイツ語の原作にはない、オリジナルのもの
である。 
	 これは当時の結婚観を反映していると考えることができるだろう。また、共同体に限ら
ず、子の結婚に関わる親の存在も描写されている。父龍一が婚約者の千代子との縁談を検
討する際、彼女の父親が話し合いを進める。ここからは婚姻が当事者だけの問題ではない
ことがわかる。 
 
２．「ひばりの子守唄」に見られるオリジナリティ 
 
	 「ひばりの子守唄」には、再婚の経緯や共同体の描写以外でも独自の設定が存在する。
この章では、登場人物やその関係性など、映画「ふたりのロッテ」では見られない設定に
ついて考察する。 
 
	 まず、独自の登場人物として挙げられるのは、母ゆき子の近所に住む人々、「女みたいな
お菓子屋」と揶揄される男性、「かしら」と呼ばれている棟梁の三人（グループ）である。
近所に住む人々については、1 章で述べたように、共同体全体で双子の両親の後押しをする
役割を持っている。また婚礼や夏祭りも行い、結びつきの強さを暗示させる。 
	 次の「女みたいなお菓子屋」とは、母ゆき子との再婚を希望している、お菓子屋を営む
男性である。彼の最初の登場は、ひばりがすみれに宛てた手紙の中の文字として現れる。
ひばりの語りとともに、「（略）近所の人みんないゝひとねえ。だけどたった一人へんな人
がいるのよ。あの女みたいなお菓子屋さんよ。」と手紙のアップが映る。（図 5）手紙の文面
として文字化されることで、鑑賞者はより強い印象を受ける。彼は男性だが、ハンカチで
丁寧に口元をぬぐったり、しなを作って話をしたりと言動やしぐさに「女みたいな」特徴
がある。（図 6）これに加え母ゆき子に近づくので、ひばりとすみれからは毛嫌いされてい
る。ゆき子にプロポーズした際には、ひばりから物を投げられ、さらに近所の人からも水
をかけられてしまう。子どもだけではなく、共同体からも排除の対象になっているのだ。
水をかけられるシーンでは、画面中央で右往左往するお菓子屋に向かって、四方から水が
かけられる。水だけが画面の左右から飛び出てくるのであり、行為の主体は現れない。こ
れは名のない全体からの排除という解釈ができるのではないだろうか。 
	 このお菓子屋の扱いについて中村（2005）は「当時一般にあったかもしれない『男らし
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さ・男性性』についての規範の偏向を見ることができるかもしれない。9」と述べている。
彼は本当の父との再婚を邪魔する人物として、さらに「男らしく」ないために父親には不
適格であるという二重のネガティヴなイメージを持たされている。 
	 三番目は、共同体メンバーに「かしら」と呼ばれているとび職の棟梁である。彼はひば
りとすみれの母ゆき子が属する共同体でリーダーとしての役割を持っている。彼が最も活
躍するのは、双子の父親である龍一に、愛や家族について説教をする場面である。棟梁役
の古今亭しん生は落語家でもあるため、駄洒落を織り交ぜての説教だが、それを聞く龍一
は黙って正座のままうつむいている。すみれのせりふ「そう、お父さんもね、今まで五番
組のおじさんに叱られてたのよ」はこの場面での力関係を如実に表している。（図 7） 
	 「ひばりの子守唄」独自の登場人物は男性が目立ち、上記以外でも、龍一の婚約者千代
子の父親や学校の教師がいる。共同体メンバーには女性も存在するが、発言の機会が多い
のは男性である。当時の日本の設定で結婚（再婚）というテーマで物語を進める際には、
共同体の関与が不可欠であり、それに伴う共同体内の序列から生まれたのではないかと考
える。序列、すなわち物語の中で発言や立場が肯定される度合いは、共同体の長である「か
しら」が最も高く、次いで共同体メンバー、父龍一、そして最後に女みたいなお菓子屋だ
と考えられる。 
 
	 さらに、登場人物に加えて独自のエピソードとして、母ゆき子と父の婚約者千代子との
言い争いがある。原作の「ふたりのロッテ」では、婚約者は登場しても双子の母親と接触
することはなかった。しかし、「ひばりの子守唄」では、女性二人が龍一との関係性につい
て言い争う。病気になったというすみれを案じて龍一の家へ駆けつけた母と近所の人々は
千代子と遭遇する。また、ここでも近隣の人々が話し合いに参加していることを言及して
おく。 
 
 （千代子と父親が、ひばりと母と近所の人々と向かい合わせに座っている） 
 千代子「あなたが本当に龍一さんを愛してらっしゃったんなら、なぜ離婚なさっ
 たの？あなたにあたしと龍一さんとの結婚をやめさせる権利はありませんわ」 
 （中略） 
 母「あたし、今の今まであきらめてましたけど、あの人との生活をもう一度やり
 直す決心がつきましたわ、子どもたちのために、子どもたちには父親と母親とが
 必要なんです」 
 （中略） 
 母「でもあたし、子どもたちの犠牲になるんじゃありませんのよ、ましてあなた
 の邪魔をするなんて、お気を悪くなさらないでね」 
 
ゆき子の主張から、彼女は離婚はしたものの、理由があって再婚を思いとどまっていたと
解釈できる。決心を強固にしたのは子どもたちである。しかしそれを踏まえたうえで自ら
                                                   
9 中村采女「『ふたりのロッテ』と４つの映画作品―ケストナーのお説教はいかに語られてきたか―」早稲田大学理工学
部一般教育人文社会科学研究会『人文社会科学研究』45 号、2005 年、p.112. 
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の意思で再婚を希望していることを伝える。さらに物語内では、母ゆき子がお菓子屋に「あ
たくしには事情があって別れてますけど、ちゃんとした夫がありますの」と求婚を断る場
面がある。オリジナルの設定の中で、ゆき子は母として、また妻としても意志の強い女性
として描かれている。 
 
	 また、離婚の理由として両映画に共通するのは、夫の忙しさである。「ひばりの子守唄」
で龍一が明言するせりふでは「家内と別れたのは、結局はぼくの偏屈と強情からなんです
が、とにかくぼくは仕事に熱中するともう家庭とか、夫婦の愛とかを考えられなくなって
くるんです」と説明している。「ふたりのロッテ」でも状況は同じで、音楽活動をする夫に
とって家庭が重荷であるような描写がされている。 
 
３．当時の評価と背景 
 
	 それでは、当時の人々はこれらの作品をどのように受容していたのだろうか。ここでは、
「ふたりのロッテ」と「ひばりの子守唄」が公開された当時の状況や批評などから、製作
時の背景や映画の評価の考察を試みる。 
 
	 1950 年代は「敗戦後、日本的とされる多くの物事に自信を失なっていた日本人が、また
伝統を再評価するような気持になりはじめた時期だったのかもしれない10」という分析があ
る。さらに、1950 年はミス日本コンテストが始まった年でもあり、その初の受賞者が純日
本美人と形容される山本富士子であった。彼女は着物姿で親善大使としてアメリカ各地を
訪問し、帰国後は大映映画会社へ入社した。11まさにその大映で「ひばりの子守唄」は製作
されたのである。加えて 50 年代の大映は、タイトルに「母」とつく「母もの」映画を多く
扱っていた年でもある。映画ポスターでは「美空ひばり二人登場！唄と笑いと涙でつづる
大映得意の母映画！12」と銘打っている。この宣伝文と内容からは、製作側が「母」に注力
していたことがわかる。夫の婚約者である千代子と言い争うオリジナルシーン、求婚に来
たお菓子屋に毅然と言い返す態度、また「かしら」がゆき子を「貞女」と表現する場面も
あり、原作以上に「意思の強い、日本女性」を意識していたといえるだろう。さらに映画
の中で母ゆき子は和服を着ていることも見逃してはならない。夫の婚約者の千代子は洋装
であり、和服を着た日本女性であるゆき子と対照をなしている。ゆき子がまさに日本女性
の鑑として強調されていると解釈できる。以上のことからは、「ひばりの子守唄」は美空ひ
ばりという当時の天才子役を起用し、さらに時代の流れを汲みながら流行の「母もの」と
いうテーマに沿った作品だということができるであろう。 
 
	 それでは、この映画の評価はどのようなものであったか、1951 年の『キネマ旬報』に掲
                                                   
10 緑川亨『戦後映画の展開	 講座	 日本映画 5』岩波書店、1987 年、p. 11. 
11 緑川、前掲書、p. 12.  
12 ひばりの子守唄｜角川映画（最終閲覧日 2014-01-15） 
	 http://www.kadokawa-pictures.jp/official/hibarinokomoriuta/cast.shtml 
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載されていた批評文について検討したい。 
 
 （略）ところがこの面白い話が、實はあんまりうまく生かされていない。（中略）
 一番いけないのは瓜二つの双生児の入れかわりというこの映画唯一の勘所をうま
 く生かしていないことである。入れかわりがバレそうになって苦心慘憺するとい
 う風に持ってゆかなければ、せっかくの良いネタも十分に面白くならない。13 
 
話としては面白いと評価されているものの、映画としての面白さに注目した場合は、双子
が入れ替わって巻き起こす冒険が期待されていたことがわかる。興行収入を踏まえてのコ
メントでは「内容が中途半端で凡調な成績に終始した。14」という評価をつけられている。
中途半端たる所以は、やはり「映画唯一の勘所」である双子のはらはらさせられるような
演出がなかったことだろう。このことから、少なくとも雑誌上で想定していた鑑賞者は、
ケストナーの原作や時代背景を意識した「母」の活躍ではなく、双子の入れ替わりが招く
面白さを望んでいたといえる。 
	 また、ドイツ語版映画「ふたりのロッテ」（Das doppelte Lottchen）が邦題「双児のロッテ」
として 1952 年に公開された際の記述もみてみたい。ドイツ映画についての座談会形式の批
評では「『双児のロッテ』もつまらない。」「これはエリッヒ・ケストナーの味は不思議に出
ておりました。」「監督がまずい。」15とコメントされている。こちらもアイディアは好評で
あっても、双子というテーマ故におもしろみに欠けていると捉えられてしまっているのだ
ろうか。この点についてはさらに調査をする必要がある。 
 
結論 
 
	 小説「ふたりのロッテ」は脚本を想定して書かれたことと、ケストナーが語り手として
映画に参加していることから、映画「ふたりのロッテ」にはケストナー精神が十分に反映
されているということができる。そしてさらに、双子の子どもたちの言葉によって大人た
ちが考え方を変えていく話は、子どもに未来を託し、子どもには世界を変える存在となっ
てほしいという彼のメッセージを伝えるものでもある。現実では、物語のように離婚した
両親が復縁することが絶対のハッピーエンドであるとは限らない。これについてはケスト
ナーも小説本文で述べているように承知している。しかし子どもが取り残されている事態
が理不尽だと主張する点で、「ふたりのロッテ」は画期的な作品であったといえる。 
	 一方で、「ひばりの子守唄」がケストナーのメッセージをそのまま受け継いでいるとは、
残念ながら結論付けることはできない。子どもたちの原動力は親孝行であると解釈され、
それに感化された共同体メンバーである近隣住民の後押しが再婚の契機となっている。こ
                                                   
13 上野一郎「日本映画批評	 ひばりの子守唄」清水千代太(編)『キネマ旬報	 10 月下旬号』25 号、1951 年、キネマ旬報
社、p.67. 
14 清水千代太(編)「映画館」『キネマ旬報	 10 月下旬号』25 号、1951 年、キネマ旬報社、p.60. 
15 飯島正、植草甚一、萩昌弘、滋野辰彦、清水千代太、野口久光、双葉十三郎「1952 年外国映画決算」清水千代太(編)
『キネマ旬報	 11 月下旬号』51 号、1952 年、キネマ旬報社、p. 34. 
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の映画ではケストナーが伝えようとした重要な面が抜け落ちたまま、設定が利用されてい
ると考える。だが他方で、これは数ある「ふたりのロッテ」を原作とした映画の中でも「意
志の強い日本女性」という新しい側面を持ち込んだ作品と捉えることができるだろう。そ
れは映画「ふたりのロッテ」が含んでいた「双子の姉妹の入れ替わり」や「離婚した夫婦
の再婚」といったキーワードを当時の日本の背景に合うように脚色した結果である。しか
しそれは必ずしも想定される鑑賞者の受容に合致していたわけではなかった。「双子の入れ
替わり」というテーマにのみ注目が集まり、単純に鑑賞者が楽しめる娯楽映画が期待され
ていたために、おもしろくないと判断されてしまったことは批評から明らかになった。 
	 ケストナーのメッセージ性という点で比較をするならば、「ひばりの子守唄」は原作の解
釈不足と言わざるを得ない。しかし、当時の共同体の様子や男性規範、女性の意思表示な
ど興味深い側面を非常に多く含んでいる作品でもある。「ひばりの子守唄」はケストナーと
いう枠組みを越えて、戦後の日本の状況を垣間見ることのできる新たな観点として、関心
を持って受け入れられるべき作品なのではないのではないだろうか。 
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図 2～7：島耕二（監督）、渡邊一郎（脚本）「ひばりの子守唄」[DVD]	 角川映画、1951 年 
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